
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２０１２年８月５日               NO,３１５ 

 

 皇海山の南西面の谷 

は深く、栗原川や泙川 

の上流域の急峻な沢が 

流れる地に、かって多 

くの人が働き、家庭を 

築き、子どもを育て、 

最盛期には３０００人 

を越える人たちが山中 

に点在する砥沢、平滝、 

源公、円覚、津室、広河原、唐沢などいくつかの集落にくらし、

その集落の集合体を「根利山」と呼んでいました。 

根利山では、明治３１年（１８９８）に古河鉱業株式会社が

足尾銅山で使う坑木や、金属を精錬するための燃料となる木炭    

などを供給するため砥

沢に事務所をつくり、本

格的に木の伐採をはじ

めました。 

 その作業区域は、根利

の国有林の一部と、平川

の山林で、木材などの運

搬のために架空索道が

建設されました。 
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 日本共産党の生方衆議院群馬一区予定候補と大東議員

は７月２６日、昭和、片品、川場の村長に、利根沼田地

域の上空でのオスプレイ飛行訓練中止を求める要請書を    

提出し、懇談しました。 

 生方予定候補と大東議

員は、「墜落の危険や送電

線切断の恐れがある」と

のべ、訓練中止を求める

共同をよびかけました。 

 日本共産党の塩川鉄也衆院議員 

と伊藤、酒井両県議、大東議員な 

ど利根沼田の日本共産党議員は７ 

月３０日、米軍機の低空飛行訓練 

のルートの実態調査とオスプレイ 

の飛行訓練に対する住民からの聞 

き取り調査をみなかみ町藤原地区 

でおこないました。 

 利根沼田を含む群馬県の上空に 

は、低空飛行訓練ルートが通り、 

米軍機が独占的に使用し、爆音に 

対する苦情が全国で最も多く、防衛省に寄せられています。 

               「米軍機は、屋根にぶつかると思うぐら

いのものすごい音で飛ぶ」という声がたく

さん出され、藤原小中学校の先生は、「子ど

もの家のほとんどがオスプレイの訓練ルー

トの下だ。危険な訓練はやめてほしい」と

話すなど、だれもがオスプレイの訓練飛行

に対する不安と怒りを語りました。 

 オスプレイの七つの飛行訓練ルートの一つ、「ブルール

ート」が上空を通る、利根沼田の５市町村長は連名で７

月２５日、防衛相に安全性の確認ができるまで、飛行訓

練をおこなわないよう求める要請書を提出しました。 

 要請書では、オスプレイの安全性を確認し、国民に説

明することも求めています。 

 大東議員は、沼田市長などにオスプレイの飛行訓練中

止などを政府に要請するよう求めていました。 


